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教育実践研究論文 募集要項 
1 応募・論文提出期間  

 

2023 年６月５日（月）～８月２１日（月） 
 ※本会の指定する者へ提出 

2 論文応募対象校並びに対象者の範囲 

県内公立幼(こども園)・小・中・高・特別支援学校及び教育機関等、並びに、そこに勤務する 

教育関係者による教育実践に基づく研究論文 

3 応募対象論文と賞金額の種別（募集対象数、助成金額） 

（1）  学 校 研 究  要旨 A4版 1枚 論文 A4 版 4 ページ 

・募集対象校 ・県内全公立小・中学校は、４17 校（3 年に 1 度）とします。 
 ・県内下公立幼・高・特別支援学校は希望応募（但し、3 年に 1 度）とします。 

・賞 金 額 ○優 秀 賞 ３０万円 （ 応募校から、 ５校に助成 ） 
 ○奨 励 賞 １０万円 （ 応募校から、６０校に助成 ） 
 ○研 究 賞 ６万円 （上記以外、選考委員会で助成が認められた研究） 

（2）  グループ研究  要旨 A4版 1枚 論文 A4 版 4 ページ 

・募集予定数   4０件 賞 金 額 各 3 万円 （選考委員会で助成が認められた研究） 

（3）  個 人 研究  要旨 A4版 1枚 論文 A4 版 4 ページ 

・募集予定数   ２０件・賞 金 額 各 2 万円 （選考委員会で助成が認められた研究） 
 
◆◆ご注意ください◆◆ 

① 学校研究、グループ研究、個人研究共に、助成を受けた年度を含め 3 年を経過しなければ     
応募できません。 

② 学校研究、グループ研究、個人研究は同一校から重複して応募できません。 

③ グループ研究の構成員は、同一校内とします。異動した教職員の方は注意してください。 

4 応募方法                             
 （1） 上記３（1）～（3）の申込みは各学校担当の「本会の指定の者」にお申し出ください。 

必要書類は「本会指定の者」がお届けします。 
 ※ 「応募票」､「要旨」､「研究論文」を応募期間内に「本会の指定する者」に提出してください。 

 （2） 研究論文作成については、別紙「教育研究論文作成について」を参照。  

5 選考 

  第一次、第二次選考委員会において選考を行い、支部長が決定します。 

6 決定と通知 

（1） 選考終了後、１２月中旬に決定通知と賞金を交付します。 

（2） 賞金の受領方法は、① 口座振込、または ② 直接受領 のいずれかとなります。 

（直接受領の場合は、事業推進部長が直接学校へ持参）。 
7 論文の扱い 

応募論文の版権は(公財)日教弘 神奈川支部に帰属し、論文・資料等については返却いたしません。 
8 その他  

神奈川支部長は、グループ研究又は個人研究の中から、優秀な論文を次の公益財団へ推薦します。 

 推薦された論文が下記公益財団から助成を受けた場合には、(公財)日教弘 神奈川支部の研究助成金
と重複して助成を受ける事はできません。なお、学校研究論文については別枠で推薦します。 

・公益財団法人 日本教育公務員弘済会「教育賞」 (推薦件数：1 件) 
・公益財団法人 東京海上日動教育振興基金       (推薦件数：1件) 
 

 
公益財団法人 日本教育公務員弘済会神奈川支部 

〒231-0056 横浜市中区若葉町３-４３-３ TEL 045（250）3800 ／FAX 045（250）3811 



（公財）弘済会神奈川支部 教育振興事業 募集要項 補足 

 

 本会の教育振興事業助成は、教育の振興に寄与すると認められる団体の特に有益な研究活動に対し助成を行

う事業です。実施要項の内容加えて、次の内容にご留意いただき、応募・申請をお願いいたします。 

 

１ 助成の対象にならないもの 

  ➀ 営利目的または営利につながる可能性の大きいもの 

  ➁ 他の機関からの委託によるもの 

  ➂ 既に終了しているもの 

  ➃ 自己の財源によって十分に研究活動ができるもの 

 

２ 応募について 

  ➀ 応募は、応募者が計画の推進に責任を持ち、助成金の管理および報告を行う事を条件とします。 

  ➁ 応募した年度内に完了する研究活動とします。 

  ➂ 申請書について、問い合わせをすることがあります。 

  ➃ 助成が決定した事業については、研究活動の進捗を確認することがあります。 

 

３ 個人情報の取扱について 

  ➀ 申請書に記入された個人情報は、選考および選考結果の通知のために使用します。 

  ➁ 助成が決定した場合は、申請書に記入された助成対象団体の団体名、助成対象テーマおよび助成 

金額や贈呈式等の模様を、ホームページ、広報紙等で公表します。 

 

４ 助成の対象外とする費用について 

  ➀ 応募する申請者本人の人件費および謝金（共同者も含む） 

  ➁ 汎用性のある機器等の購入費（一部除外するものがあります） 

  ➂ 組織等の一般管理費（懇親会等の飲食費等） 

  ➃ 海外旅費（ただし、国内旅費は申請額の 30%までとします。） 

  ➄ その他、研究に直接関係がない講習会費、物品等 

※ 助成後、対象外費用を使用した場合や、提出書類に不備・不正があった場合は、返金して頂くこと

があります。 

 

５ 選考基準について 

  ➀ 事業の公益性・社会性  申請事業が、十分な公益性・社会性を有したものであるか。 

  ➁ 事業の適正性  申請事業が、助成の趣旨と合致しているか。事業予算の設定が過大なものでは 

ないか。 

  ➂ 事業の必要性  課題、ニーズを的確に把握しているか。 

  ➃ 事業の実現性  申請事業の実施方法は適切で、実現可能な計画が立てられているか。 

※ 採否の理由等、選考に関わる問い合わせには回答しません。 

 

６ その他 

  ➀ 助成金 30万円を超える対象者は、当支部と覚書を交わします。 

  ➁ 助成金は申請内容に従い使用し、必ず領収書を取る。領収書は、申請者が５年間保管する。 

  ➂ 提出された書類等は、返却しません。 

  ➃ 万一、故意の虚偽記載、同一テーマによる重複申請、または研究倫理上の問題等が認められた 

場合は、当該申請は無効とし、以降の申請は受け付けられません。 

  ➄ 助成対象者が、研究の成果を発表する場合には、論文等に助成金の交付を受けて行った研究の 

成果であることを次のように必ず記載してください。 

      「本文の作成にあたり、公益財団法人日本教育公務員弘済会神奈川支部より 

教育団体研究の助成を受けました。」 

    また、申請者のホームページや広報誌において研究の成果を発表する場合も、その成果が公益 

財団法人日本教育公務員弘済会神奈川支部からの助成を受けて行った研究であることを示してく 

ださい。なお、助成金で購入した物品等には「日教弘神奈川支部教育団体研究助成」の名称をラ 

ベル等で添付してください。 

 



2023 年度 教育研究助成事業 ＜教育実践研究論文＞ 

教育実践研究論文作成について 

 

１ 目 的 
本県において、教育に関する特に有益な研究をなし、本県教育の振興に寄与すると認められる
研究（実践研究）に対して助成を行います。 

２ 研究主題 

「学校の実態を踏まえ、明日の教育を考える」という立場から、具体的に研究主題を設定し、
実践的な教育研究論文にまとめてください。 

３ 研究論文作成について （学校研究・グループ研究・個人研究 共通） 
※下の様式で作成した論文を、印刷してご提出ください。 

(1)  論文様式等 ※裏面【要旨】・【論文】の書き方をご参考ください。 

① 要 旨 A4 版 1 枚 

所属名・役職・氏名・研究テーマ/サブテーマ・研究の要旨をまとめてください。 

➁ 論 文 A4 版 4 ページ 

研究テーマ・執筆者の記載欄、図表・写真等の資料を含みます。なお、図表・写真等の資料
を掲載する場合は、全体でＡ４判１枚程度以内の分量に収めてください。 

◆◆ご留意ください◆◆ 
・論文は原則としてワード等で作成し、印刷してご提出ください。 

・指定の原稿用紙はございませんので上記①・②のとおり様式設定し、ご提出ください。 

・上記①・②様式ともに必須事項です。それぞれ別のファイルで作成してください。 

・ 優秀賞に選ばれた論文は「教育実践研究論文集」に集録します。電子データのご提出をお

願いします。 

・日教弘教育賞論文・東京海上日動教育振興基金論文に推薦された方は、後日、電子デー

タを併せご提出いただきます。 

(2) 論文の書き方 ※裏面【要旨】・【論文】の書き方をご参考ください。 

① 論文は横書きとします。 

② 文字は常用漢字、現代仮名遣いを使用してください。 

③ 本文の１ページ目の６行(1 段組部分)を用い、下記事項を記載してください。 

ア)研究テーマ／サブテーマ 
イ)所属名及び役職、氏名 ※研究区分により記載事項は下記 A.～C.となります。 

A. 学校研究 ····· 学校名及び校長名を記入 ホチキスとめはしないでください 
B. グループ研究 ··· 所属学校名及び代表者役職・氏名 
C. 個人研究 ····· 所属学校名及び役職・氏名 

④ 小見出しや文章の書き出しの前は、ひとマスあけてください。 

レイアウト等については日教弘教育賞教育研究集録を参考にしてください。なお、集録は日
教弘ホームページ(www.nikkyoko.or.jp)で公開しています。 

⑤ 図表・写真等の留意事項 

掲載する図表・写真は「教育研究集録」作成時に見やすくなるように配慮してください。 
Ａ４判１ページ以内の分量に収め、本文の中に貼り付けてください。写真はデジタルカメラ
等で取り込んだものにしてください。 

４ 論文応募方法 

不明の点は 公益財団法人 日本教育公務員弘済会 神奈川支部 にお問合わせください。 

公益財団法人 日本教育公務員弘済会 神奈川支部 
〒231-0056 横浜市中区若葉町 3-43-3 

    TEL 045（250）3800 ／ FAX 045（250）3811 
 

http://www.nikkyoko.or.jp/


【要旨】の書き方 

様式：A4 版 ４８字×４３行、Ａ４タテ判１ページ、横書き （フォントサイズ１０．５ポイント） 

① 所属名 ②役職 ③氏名 ④研究テーマ/サブテーマ ⑤要旨 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【論文】の書き方 
様式： ２４字×４３行×２段組、Ａ４タテ判４ページ、横書き（フォントサイズ１０．５ポイント） 
 1 ページ目上部６行のみ 1 段組（タイトル部分） 

＜タイトル部分＞①研究テーマ/サブテーマ ②所属名 ③役職 ④氏名 
＜本文部分＞上記に続き論文を作成 
 

         注：学校研究は、学校長の氏名を記入。 4 ページを厳守。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※  提 出 時 、 ク リ ッ プ で と め て く だ さ い 。 （ ホ チ キ ス は 使 用 し な い ）  

 
 

論文の書式は、インターネットからもダウンロードできます。 
 

① 公益財団法人日本教育公務員弘済会神奈川支部ホームページ 
（ http://www.nikkyoko.or.jp/company/kanagawa/） 

または、「日教弘 神奈川」で検索してください。 
 
 

② 申請書・その他ダウンロード」をクリック 
 
 

  「2023年度教育研究論文入力書式 【要    旨】」 

       「2023年度教育研究論文入力書式 【本    文】」 

「2023 年度教育研究論文     【募集要項】」 

がご覧になれます。 

 

  

1段組 

6行 

48文字 

○○○○○○○○○○○○ 

△△△△△△△△△ 

  

 ○○○立○○○○○学校 

 ○○○ △△ ○○○ 

 

 

  

48文字 

所属名 ：○○○立○○○学校 

役 職 ：○○○ 

氏 名 ：△△ ○○○ 

研究テーマ ：○○○○○○○○○○○○ 

サブテーマ ：△△△△△△△△△ 

【要旨】 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○。 
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○。 
 

 

 

1段組

43行 

記載内容は表面 

3.(2)③(イ)A.～C.をご参照 

ください。 

【1 ページ目】 

2段組 

37行 

研究テーマ／サブテーマ 

所属名、役職、氏名 

24文字 24文字 

2段組 

43行 

24文字 

24文字 

【2～4 ページ目】 〈
タ
イ
ト
ル
部
分
〉 

〈
本
文
部
分
〉 

要
旨
の
内
容
は 

 
 

簡
潔
な
記
入
で 

お
願
い
し
ま
す 


